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吉崎別院便り

バラバラでいっしょ！
になれるところ
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【
吉
崎
別
院
境
内
総
合
整
備
事
業
・
第
４
期
工
事
が
進
む
】

「
吉
崎
復
興
計
画
」
の
柱
の
一
つ
、
吉
崎
別
院
境
内
総
合
整
備
事
業
の
第

４
期
工
事
が
７
月
中
旬
よ
り
着
工
と
な
り
、
本
堂
基
礎
部
分
の
全
容
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
工
事
は
、
本
堂
床
下
の
地
盤
補
強
と
減
震
対
策
、

並
び
に
老
朽
化
と
風
雪
に
よ
り
、
損
傷
の
著
し
い
浜
縁
と
建
具
の
取
り
換

え
を
す
る
も
の
で
、
来
年
３
月
末
の
完
成
に
向
け
着
々
と
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
第
４
期
工
事
の
予
算
は
、
約
１
億
１
千
万
円
で
、
そ
の
全
て
を

全
国
有
縁
の
お
同
行
の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
約
３
千
万
円
の
財
源
不
足
が
あ
り
、
今
後

と
も
広
く
ご
寄
付
の
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
例
年
、

春
に
10
日
間
勤
め
る
蓮
如
上
人
御
忌
法
要
に
は
、
３
千
人
規
模
の
参
詣
者

を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
ご
参
詣
の
方
々
が
安
全
、
安
心
し
て
お
聴
聞
で

き
る
「
場
の
創
造
」
事
業
で
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

上 基礎工事を終え、向拝階段、浜縁設置工事に取り掛かる。

下 本堂を囲む基壇。新たにコンクリートを打設した。

【
ご
寄
付
の
お
願
い
】

「
吉
崎
復
興
」
計
画
の
趣
旨
に
ご

賛
同
を
い
た
だ
き
、
ご
寄
付
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
次
ペ
ー
ジ
の
所
定
用
紙
に
て

お
申
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



真宗大谷派吉崎別院境内総合整備計画推進寄付金進納申込書 
 

年  月  日 
 

ふりがな  

氏  名  

 

住  所 

 

 

手 次 寺 

〒    － 

     都 道 府 県      市 区 郡 

 

 

電話番号 ―      ― 

 

   このたび、下記のとおり進納します。 

懇志口数 １０，０００円×    口 

納金額 金         円也 

 
   上記のとおり寄付金台帳に記録いたします。お納めいただきました寄付金は、吉崎

別院境内総合整備事業推進資金に積み立て整備事業ごとの予算に繰り入れて使用させ
ていただきますとともに、貴方様のご芳名を本堂内に長く披露させていただきます。 

 
年   月   日 

          真宗大谷派 吉崎別院  

 

 

教区     組     寺・教会 


